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招へい研究員のみたE1本と地質調査所

昭和63年度から平成元年度にかけて地質調査所に招

へいされた海外の研究者のうち長期に滞在された3人

の方からいただいた日本での生活や招へい制度につい

てのメッセｰジを紹介します.昨年度から新しい招へ

い制度がいくつも発足し研究交流が促進されていま

す.これらの制度がますます充実して研究の推進に寄

与することを期待したいものです.

日本の生活の印象

LenaKarinMaxe(スウェｰデン王立工科大学)

日本での生活や

経験についての印

象を書くよう依頼

されたときはい

ささか途方にくれ

てしまいました.

日本についた当初

は何もかもが目新

しく新鮮で心を躍らせるものがありました.6ケ月

間さまざまだ刺激を受けつづけてもまだまだ新しい発見

がありますが同時にそうした刺激は日常生活の中の心

地よいリズムのようにもたってきました.

私の記憶には日本で暮しはじめた頃の印象が強くや

きついています.電気炊飯器の複雑た操作法に戸惑っ

たり田舎びた村を道を探しだから自転車で走り抜ける

ひとときとかまたスｰパｰマｰケットに並ぶ未知の食

べ物とか.

でももっとも印象が強く忘れ難いのは地質調査所

の皆さんの思いやりとやさLさです.スウェｰデンで

もいやヨｰロッパ中探してもここでめぐりあえたよ

うた数多くの親切な友人を見つげるのはむづかしいと思

います.再び日本を訪れてみたさんにお会いできるの

を楽しみにしています.

(地下水汚染物質の深層拡散機構に関する研究:工業技術院国

際研究交流事業,63年10月1日～1年3月31日)

工業技術院フゴ｡ロｰと｣てのおぼえ書き
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日本で過ごした8ケ月

間のわたしの経験と観察

が工業技術院の国際交

流事業にフィｰドバック

されることを期待しつつ

研究環境と日常生活との

二つの観点からわたしの

おぼえ書きをまとめてみ

ます.

研究環境

わたしの所属するUSGSの人事記録には今回の日

本滞在は研究遂行のための派遣として記録されていま

す.つまり工業技術院フェロｰの応募の際に提案し

た研究テｰマを含むUSGSでのわたしの職務を一時的

に筑波へ来て継続することがその目的です.

わたしの地質調査所での研究の主眼は鉱物資源部の

浦部徹郎博士と協力して高温のマグマ中での貴金属の

挙動を調べるための実験にありました.この実験は大

変に難しいものですがそれを克服して一応の成果を挙

げることができました.5月中旬までにこの研究に

ついての様々なアプロｰチをレビュｰした論文を地質ニ

ュｰスに投稿できれぱと思っています.また残され

た時間に得られる結果次第で専門誌に成果を報告するこ

ともできるかもLれません.

日本語教室:工業技術院フュロｰのための日本語教室

は大変優れたものでした.けれども4週間毎目2.

5時間続けるよりも週2～3回のぺ一スで2～3ケ月

続いたほうがより効果的ではないでしょうか.そうす

れば教室で学んだ内容を消化して実生活の中で使いだ

から次のステップヘ進むことができると思います.

フィｰルド旅行:日本国内の旅行にはとてもお金がか

かります.招へい研究員が地質学老の場合フィｰル

ドヘ調査旅行に出かけるヒとは当然予想されるはずで

す.にもかかわらず研究員に支給されるのは交通費だ

けで宿泊費と食費は本来研究者とその家族の生活費
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とたるべきお金からそれを支出しなげれぼたらず大き提案であって批判ではありません.地質調査所での

た負担を強いられました.滞在は研究の面でも私生活の面でもこのうえたく楽しく

さらにフィｰルドに同行してくれる日本の研究者に有益なものでした.新たに発煙Lた招へい制度の最初

もたんらかのかたちで旅費カミ支給されてしかるべきではの研究員にたれたことは大変に光栄たことでした.地

だいでしょうか.特に招へい研究員の補助だけが目的質調査所が通産省と共に先進国間の研究交流を促進す

の旅行において地質調査所の研究者がすべて自費で旅費るこの有益た制度を一層素晴らLいものにされるよう努

をまか肢わなけれぼたらたいのは片手落ちです｡も力されることを望みます.最近研究員の住宅の家賃

し研究員の受け入れ部の部長や課長の承認だけで可能たの支給制度が改善されまLたがこれも制度の成熟のた

ものであれば研究員のための研発費から研究員自身めの“徴調整"の努力の現れだと思います.

と同行してくれる研究者の食費･宿泊費が支出できると個人的た面でわたしと妻は地質調査所の数多くの方

よいと思うのですカミ.ほかに地質調査所の受け入れ担冷から多大の配慮をしていただき感謝にたえません.

当者の経済的負担を軽減する方法がたげれぱこれが最良このおぼえ書きが工業技術院の招へい制度をより実りあ

の方法であると思います.るものにするために役立つことを期待します.

日常生活(花コウ岩マグマ･水系の実験的研究:工業技術院国際研究交

日本語:日常生活のレベルでの文化交流のためには研流事業･63年10月11日～1年5月31日)

究員だげでたく家族にとっても基礎的た日本語が不可日本を去るにあたって

欠です.このために家族に対しても日本語を学ぶ機雷興林(中国国家地震局地質研究所)

会が与えらることを望みます.

交通:現在のつくぼはかたり交通が不便ですが今後

10年くらいの問にこの状況は大幅に改善されるものと信

じます.けれどもわたしの滞在中つくぱでの移動は這是値得深思的.此乃.生委

大変た障害てした.任意保険もセットされたレソタカ我訪目四月之最深感触.欝

1黒篶1讐11111∵llゑ叡､

う･でてたお藍よりすぐれている.ひとりの中国人にとっ

長距離の旅行についても問題があります｡滞在中にてこのことは深く考えてみる価値があります.これこ

は研究員のだれもが家族と一緒に日本各地へ旅行してみそが私の四ヶ月間の訪日の最も深い感動であります(写

たいはずです.ところがピザの種別からくる制隈の真参照).(室内実験による地震予知の基礎的研究:ITIT特

ため割安た外国人旅行者むけのJRパスは使うことが別研究員63年10月15日～1年3月17日)

できたいのです.招へい研究員からJRパスを使う資

格を奪111なビザの差別はやめて!lえたいで･よ1成人青竜
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以上に記したのはあくまでもわたしの経験にもとづく
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